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●休館日＝３・５・12・19・23・26・
30日　※中央図書館は30日（必金）のみ　
●中央図書館（必 ☎231-2226）

▽２・16日＝乳幼児と保護者向けおは
なしの会（必 午前10時）　 ▽3・10・17・
24日＝おはなしの会（必 午後２時）
●長府図書館（必 ☎245-0328）

▽10・17・24・25日＝おはなしのじか
ん（必 午前11時／24日は乳幼児向け）　

▽21日＝宮の杜
もり

読書会｢万葉集、伊勢物
語の朗読と研究｣（必 長府公民館／午前10

11月の図書館行事
時）※長府図書館は駐車場なし
●彦島図書館（必 ☎266-5086）

▽24日＝おはなしのじかん（必午前10時30分）
●菊川図書館（必 ☎287-0102）

▽10日＝おはなしのじかん（必午後２時）

▽18日＝出張登録窓口（必 ブックリサイク
ル同時開催）（必 アブニール/午前10時）
●豊田図書館（必 ☎766-3432）

▽４日＝ブックリサイクルフェア　 ▽

10日＝おはなしの会（必午前10時30分）　

▽17日＝おはなしのじかん（必午前10時30分）

●豊浦図書館（必 ☎775-4180）

▽10日＝ブックリサイクル、おはなし
のじかん（必 午前10時30分）
●豊北図書室（必 ☎782-1718）

▽24日＝雑誌リサイクル

★図書館歴史講座
「なるほど‼　海峡の幕末維新」
■日11月17日（必土）午前10時～11時30分　
■所ドリームシップ２階風のホール　■定
200人（必当日先着）　※詳細は中央図書館へ

　コーヒーが日本に伝わって数百年、現
在ではさまざまな種類のコーヒーが飲ま
れています。同じコーヒー豆でも焙煎法
や抽出器具、水質や温度によって味わい
が変わってきますが、皆さんはどのよう
なコーヒーがお好みでしょうか？
　この本には、著者が勧める自宅でおい
しいコーヒーを入れるための方法や、ア
レンジレシピがたくさん紹介されていま
す。読書と一緒においしいコーヒーをぜ
ひお楽しみください。

　1826年、長崎の出島にあるオランダ商館は、江戸幕府に参府しました。
商館医であるシーボルト（本文中の表記では「ジーボルト」）もこれに随行
し、下関を訪れています。
　シーボルトは下関滞在中に、関門海峡の測量や生物標本の採取をはじ
め、住民の診療や長府藩医との会談を行いました。その際に「薬品応手録」
という薬の効能が書かれた本を藩医に贈り、「コーヒーは長寿の良薬であ
る」と説明をしています。当時の日本には、すでにコーヒーは伝わってい
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そうだ！
図書館に行こう
教えて！　図書館！！ 今月の１冊
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ましたが、苦みが強く受け入れら
れませんでした。
　シーボルトはこの理由を、日本
には生乳を飲む習慣が無いことと、
焙煎技術が未発達のためにおいし
く入れられないからではないかと
推測しました。このためオランダ
領東インド政府に対して、「焙煎し
た粉コーヒーを缶詰か瓶詰にし、
説明書きのラベルを貼って日本に
送ればよいのではないか」と提言し
たと記録があります。

このコーナーでは、図書館が所蔵して
いる本や図書館に寄せられた質問への
回答などを紹介します！


